
○事業概要（新規性、市場性等） 
・ 香りビジネスを積極的に推進し、今般、臭気による火災警報補助器の開発を行ったコア企業と、
聴覚障害者向け支援機器の販売や生活支援等幅広い活動を展開している連携企業による２
社連携。 

・ 火災による死者の内、高齢者の割合が高く、高齢者（加齢に伴う難聴者）や聴覚障害者に火災
を知らせる手段として「音」以外の製品が求められている。「音」以外の火災警報補助器として
「光」や「振動」によるものは従来からあった。「光」は就寝中などには認識できず、「振動」は体
と機器が接触していないと認識できないというデメリットがあったが、本製品はこれらのデメリッ
トを補完するものであり、わさび臭により火災を知らせる本製品は、熟睡状態であっても臭気に
より起床するという実験が滋賀医科大学の臨床実験で確認されている。 

・ 高齢者（加齢に伴う難聴者）や聴覚障害者の個人住宅、ホテル・旅館、病院や福祉施設等が
ターゲットとなる。個人住宅・病院・福祉施設向けは主に連携企業が市場開拓・販売を担当し、
ホテル・旅館や企業向けに関しては、主に火災警報器メーカーの販売代理店等が販売を行う。 

コア企業：㈱シームス （東京都江東区） 
・事業統括 

・製品の開発・特許 

・販路開拓など 

ダブル・ビー㈱ （東京都中野区） 
・販路開拓 
・広告・宣伝 
・市場情報収集 
・製品の改良・開発協力など 
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技術支援 事業統括等 

事業名： 臭気による火災警報補助器の事業化 

①補助金 

②特許料減免 

地域 東京都千代田区 認定日 平成２１年２月２３日 ３－２０－１４３  

事業分類 製造（その他の製造業）  
テーマ
分類 

防災・防犯   

連携体の構成 事業推進体制 

支援予定メニュー 

 

 エア・ウォーター防災㈱ 

生産・開発支援 

 りそな銀行 

金融支援 

販売等 

（出典：平成１９年版消防白書） 

   火災による経過別死者発生状況（放火自殺者を除く） 


